
第 ２ 期事業年度  （平成１７年度）

至　平成１８年　３月３１日

国立大学法人　岩手大学

自　平成１７年　４月　１日

決　　算　　報　　告　　書



収　　入

運営費交付金 7,572 7,572 0

施設整備費補助金　　 42 4 -38 （注１）

補助金等収入 0 120 120 （注２）

0 42 42 （注３）

自己収入 3,861 4,176 315

授業料、入学料及び検定料収入 3,639 3,914 275 （注４）

財産処分収入 20 47 27 （注５）

雑収入 202 215 13 （注６）

769 806 37 （注７）

12,244 12,720 476

支　　出

業務費 7,784 7,695 -89 （注８）

教育研究経費 7,784 7,695 -89

一般管理費 3,649 3,315 -334 （注８）

施設整備費 42 46 4 （注９）

補助金等 0 120 120 （注１０）

769 793 24 （注１１）

0 23 23 （注１２）

12,244 11,992 -252

0 728 728

○予算と決算の差異について

国立大学財務・経営センター施設費交付金については、（注１）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が４２
百万円多額となっています。

（注５）の財産処分収入の一部を施設費納付金として国立大学財務・経営センターへ納付したため、予算金額に比して
決算金額が２３百万円多額となっています。

（注１）、（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が４百万円多額となっています。

（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が１２０万円多額となっています。

（注７）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２４百万円多額となっています。

財産処分収入については、平成１７年、１８年度に分割して譲渡する土地の平成１７年度分収入であるが、平成１７年
度に予定していた面積以上に譲渡が行われたため、予算金額に比して決算金額が２７百万円多額となっています。

雑収入については、動物病院収入の増収等により、予算金額に比して決算金額が１３百万円多額となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託事業や寄附金の獲得に努めたため、予算金額に比して決
算金額が３７百万円多額となっています。

業務費については、教育研究経費、一般管理費において経費の節減に努めたほか、「国立大学法人会計基準」及び
「国立大学法人会計基準注解」に関する実務指針の一部改訂に伴う区分の見直しにより、予算金額に比して決算金額
が４１８百万円少額となっています。

平成１７年度　　決算報告書

（注１２）

決算額
差　　額

(決算－予算)

（注１１）

（注１）

（注２）

計

補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国等からの補助金の獲得に努めたため、予算金額に比
して決算金額が１２０百万円多額となっています。

（単位：百万円）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

備　　考

授業料、入学料及び検定料収入については、平成１８年度入学者に係る授業料の前納分が予定以上に多かったこと
などにより、予算金額に比して決算金額が２７５百万円多額となっています。

区　　　　　　分 予算額

産学連携等研究収入及び寄附金収入

国立大学財務・経営センター施設費交付金

（注４）

国立大学財務・経営センター施設費納付金

（注３）

（注６）

（注８）

（注１０）

国立大学法人　岩　手　大　学

（注９）

（注５）

（注７）

収入－支出

計

施設整備費補助金については、①補正事業分として４百万円の収入、②予算段階で予定していた営繕事業分が国立
大学財務・経営センター施設費交付金になったことによる４２百万円の減収、併せて、予算金額に比して決算金額が３
８百万円少額となっています。


